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ＭＨ21　環境影響評価分野
財団法人 エンジニアリング振興協会

ＭＨ21　環境影響評価分野
財団法人 エンジニアリング振興協会

海域環境調査評価海域環境調査評価

フェ－ズ１での海域環境調査評価SGの研究スケジュールフェ－ズ１での海域環境調査評価SGの研究スケジュール

１）海洋環境に係る
情報収集

２）基計画の立案等

３）資機材調達・整備

４）実海域調査
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１．ベ－スライン調査のための基本計画立案

基本計画立案までのプロセス
MH資源開発予想海域の既存情報
ベースライン調査の実施内容
平成１５年度の予定

１．ベ－スライン調査のための基本計画立案

基本計画立案までのプロセス
MH資源開発予想海域の既存情報
ベースライン調査の実施内容
平成１５年度の予定

Agenda

２．デ－タベ－スシステムの構築

海域環境DBSの設計

問い合わせ対応DBSの設計

２．デ－タベ－スシステムの構築

海域環境DBSの設計

問い合わせ対応DBSの設計

１．ベ－スライン調査のための基本計画立案１．ベ－スライン調査のための基本計画立案
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基本的考え方基本的考え方基本的考え方

ベースライン調査の目的を明確にすることが重要。ベースライン調査の目的を明確にすることが重要。

海洋におけるメタンハイドレ－ト資源の開発活動
　に伴う海域環境への影響の程度を評価するために

必要となる情報を取得する。

海洋におけるメタンハイドレ－ト資源の開発活動
　に伴う海域環境への影響の程度を評価するために

必要となる情報を取得する。

メタンハイドレ－ト資源量評価に必要な情報の

一部を取得する。

メタンハイドレ－ト資源量評価に必要な情報の

一部を取得する。

基本計画立案までのプロセス

基本的考え方基本的考え方基本的考え方

目的を達成するための方策は？目的を達成するための方策は？

どんな開発を行おうとしているのか？どんな開発を行おうとしているのか？

どんな海域環境の場で開発を行おうとしているのか？どんな海域環境の場で開発を行おうとしているのか？

開発に付随する影響は何か？開発に付随する影響は何か？

どんな手法を用いて影響評価を行うのか？どんな手法を用いて影響評価を行うのか？

影響評価のために必要な海域情報は何か？影響評価のために必要な海域情報は何か？

どんな手法を用いて海域情報を取得するのか？どんな手法を用いて海域情報を取得するのか？

基本計画立案までのプロセス
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ベースライン調査プログラムの作成手順ベースライン調査プログラムの作成手順ベースライン調査プログラムの作成手順

新たに海域から情報を取得する必要性は？

メタンハイドレート開発に
特有の環境影響因子？

地化学探査に有効とな
り得る事項？

石油・天然ガス資源開発
との相違点？

既存情報の質と量？

海域環境を理解する上で
基本的な情報

海域環境への影響評価の
ために必要な情報

資源量評価のために必要
な情報

測定・評価方法？

情報取得に必要となる、技術・経費・時間？

優先的に海域から取得すべき情報？

基本計画立案までのプロセス

海洋生態系や生物資源への海洋石油産業の影響につい海洋生態系や生物資源への海洋石油産業の影響につい
て一般的な特性て一般的な特性

パイプ
ライン

タンカ
－

事故

物理的な影響：

　　浮遊生物 ＋ ＋ － － ＋ ＋

　　底生生物 ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋

　　海底ビオト－プ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋

大気汚染 － － ＋ － ＋ ＋

漁業活動への障害 ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋

魚の移動の妨害 ＋ ＋ － ＋ － ＋

化学的な汚染 － － ＋ － ＋ ＋

濁度の増加 ＋ ＋ ＋ － － ＋

漁業対象底魚に対する汚染 － － ＋ － ＋ ＋

活動とハザ－ド
輸送形態：

地震探査
構造物
据え付
け

掘削と
生産

(Patin,1999)

基本計画立案までのプロセス
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海洋石油及び天然ガス資源開発に準拠した考え方海洋石油及び天然ガス資源開発に準拠した考え方

関連する法律はどんなものか

環境のベースラインについて調べる

何が影響を受けやすいかを特定する

リスク評価を組み入れる

突出した影響を特定する

影響を定量化する
代替案を評価する

最も現実的な環境の選択肢を選ぶ

影響緩和策を調べる

緩和策を実施した場合に、残った影響を評価する

緊急事故対策の基礎を作る

危機管理計画の勧告

基本計画立案までのプロセス

基本的考え方基本的考え方基本的考え方

リスク評価手法の手順（リスク評価手法の手順（PatinPatin, 1999, 1999））
政策:　国際条約

ハザードの特定

暴露評価 影響評価

リスクの特徴付け

リスク・コミュニケーション

リスク管理

評価エンドポイント：アサリ，カキ，イボニシをTBTから
保護する。又は，3種に対するTBTの無影響濃度

サイエンス
・調査

・検証
・モニタリング

移れるような情報に変えて，効果的に伝達

東京湾におけるTBT

暴露評価と影響評価との比較に基づくリスクの決定

（PEC/PNEC）

International Convention on the Control of Harmful Anti-

暴露評価

リスクの特徴付け

リスク・コミュニケーション

評価エンドポイント：アサリ，カキ，イボニシをTBTから
保護する。又は，

東京湾におけるTBT

暴露評価と影響評価との比較に基づくリスクの決定

International Convention on the Control of Harmful Anti-

（PNEC）（PEC）

評価のエンドポイントは何か？

予測される放出濃度と拡散範
囲及び変化の過程

海洋生物に対する無影響
濃度検討実験

どの国際条約で規定されるのか？

　　科学的なリスク値を，管理者を含め
た非専門家が行動に移れるような情
報に変えて，効果的に伝達

基本計画立案までのプロセス
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ＭＨ資源開発で懸念される環境影響事項ＭＨ資源開発で懸念される環境影響事項

基本計画立案までのプロセス

メタンハイドレート分解後に生成する水の放出影響？

メタンガスの漏洩可能性？

海底地盤の変動等に伴う海底撹乱？

メタンハイドレート分解後に生成する水の放出影響？

メタンガスの漏洩可能性？

海底地盤の変動等に伴う海底撹乱？

どの程度のレベルであれば海域環境に

対して影響を及ぼすことになるのか？

どの程度のレベルであれば海域環境に

対して影響を及ぼすことになるのか？

この評価を定量的に行うための手法の検討と、そのた

めのデータを実海域から取得する。

この評価を定量的に行うための手法の検討と、そのた

めのデータを実海域から取得する。

ベースライン調査項目の整理ベースライン調査項目の整理

生態系区分５．海底生態系

操業設備の設
置時

物理探査時の
音響

物理的海底攪
乱

操業設備設置
時の物理的海
底攪乱

低温水放出
メタンガスの
漏洩ないし暴
噴

海洋構造物の
漁業活動に及
ぼす影響

フェ－ズ１ フェ－ズ１ フェ－ズ２ フェ－ズ１ フェ－ズ２ フェ－ズ３

・既存資料を
用いた解析

・生物現存量
及び種多様性
の変化からの
解析

・既存資料を
用いた解析

・数値モデル
による解析

・数値モデル
による解析

・数値モデル
による解析

・数値モデル
による解析

地形 海底地形 ○ ○ ○ ○ ○
浅部微細地質構造 ○ ○ ○ ○ ○

地質 せん断強度
貫入強度

鉱物組成 堆積岩
粘土鉱物
珪酸鉱物
炭酸塩鉱物
火成岩/安山岩/玄武岩/花崗岩

化石類 有孔虫
珪藻
放散虫
花粉胞子
ナンノプランクトン

化学化石 プリスタン

評価・解析の
ために必要な
環境情報

開発フェ－ズのどの段階で考慮すべきか

評価・解析手法（例）

影響因子

探査時  操業時

基本計画立案までのプロセス
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ベースライン調査等を通じて実海域から取得すべきベースライン調査等を通じて実海域から取得すべき
項目と優先順位項目と優先順位

緊急性
技術的難
易度

器材経費
分析経費
(解析人件
費含む)

優先順位

生態系区分
５．海底生態

系
地形

海底地形 観測 ＳＳＳ 3 3 1 2 9
浅部微細地質構造 観測 ？ 0

地質 酸素同位体 観測 ＭＣ 3 3 3 2 11
カルシウム/ストロン 観測 ＭＣ 3 3 3 2 11
放射性核種 観測 ＭＣ 3 2 3 2 10

底質 物性 粒度組成 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
含水率 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
孔隙率 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
比重 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
地温 観測 ＲＯＶ 3 2 1 3 9

主成分 ケイ素 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
オパール 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
炭酸カルシウム 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
有機態炭素量 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12
全硫化物 観測 ＭＣ 3 3 3 3 12

間隙水 ｐH 観測 ＭＣ・ＰＣ 3 3 3 3 12

フィ－ジビリティ（海域から取得すべき項目の選別）

主な情報
入手方法

試料の入手方法
等

研究分野

堆積浸食
速度

基本計画立案までのプロセス

どんな海域環境の場で開発を行おう

としているのか？

どんな海域環境の場で開発を行おう

としているのか？

MH資源開発予想海域の既存情報
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MH資源開発予想海域の既存情報

熊野海盆

第２渥美海丘

東海沖

南海トラフの冷水湧出域と海底活断層の分布

 

出所:芦ら (2002)を一部改図

MH資源開発予想海域の既存情報
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MH資源開発予想海域の既存情報

http：//www.bio.psu.edu/People/Faculty/Fisher/cold_seeps/

堆積物から抽出したリン脂質脂肪酸の組成にともとづくデンドログラム

出所:高杉ら (1998)

冷
水
性
生
物
群
が
生
息
す
る
堆
積
物
中

生物群無し

MH資源開発予想海域の既存情報
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キンメダイ漁場図（静岡県水産試験場,1981）

MH資源開発予想海域の既存情報

海上保安庁水路部（東京湾至潮岬1:500000水路通報第3号平成15年1月24日79項）

Submarine CableSubmarine Cable

海底ケーブル位置図

MH資源開発予想海域の既存情報
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３月 ５月

７月

海表面の水温分布

三重県水産技術センター,(2002)

を幾何補正した

MH資源開発予想海域の既存情報

ベースライン調査のアウトラインベースライン調査のアウトライン

ベースライン調査のアウトライン
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海嶺

陸域

DOM・DIM

DOM
DIM

採水器

CTD

ベンチックチャンバー

採泥器

ソリネット

サイドスキャンソナー

プランクトンネット

C

XCTD

セジメントトラップ

流速計

地下水

地熱

地下水 メタンハイドレート層
フリーガス層

DIN・DIP

CH4・H2S

魚類

メイオベントス

微生物

マクロベントス

照度計
（PAR）

衛星情報

海域環境評価のために必要となる
コンパートメントとフラックス

各コンパートメントとフラックスの量を取得するための
ベースライン調査

流向・流速

POM

バクテリア

微小鞭毛虫類

繊毛虫類
肉食性動物
プランクトン

POM

ベースライン調査のアウトライン

係留系設置による連続観測係留系設置による連続観測

セジメントトラップと係留系セジメントトラップと係留系

 水柱内の流向・流速
セジメントトラップを用い

　 た沈降粒子の捕捉
水温・塩分の時系列観測

海底境界層の厚さを推定する

ＭＨ開発予想海域の海底生態
系と、海洋の表層部の関連性
を議論にする。

ＭＨ開発予想海域における環
境要素の年変動幅を明らかに
する。

ベースライン調査のアウトライン



13

ＭＣによる無攪乱表層堆積物の採取

ＰＣによる5～8mのコア採取

　 測定項目：各種底生生物の種類と現存量

　　　　 　 　 堆積物間隙水の化学組成

　　　　　 　 堆積物の物性（粒度・比重等）

　　　　　 　 堆積物中の不飽和脂肪酸組成比

ＭＣによる無攪乱表層堆積物の採取

ＰＣによる5～8mのコア採取

　 測定項目：各種底生生物の種類と現存量

　　　　 　 　 堆積物間隙水の化学組成

　　　　　 　 堆積物の物性（粒度・比重等）

　　　　　 　 堆積物中の不飽和脂肪酸組成比

堆積物試料採取堆積物試料採取

MC

PC

ベースライン調査のアウトライン

表層域～底層域にかけての多層採水

ＭＣによる堆積物直上水の採取

　 測定項目：海水の化学組成・ガス含有量

　　　　 　 　 各種浮遊生物の種類と現存量

　　　　　

表層域～底層域にかけての多層採水

ＭＣによる堆積物直上水の採取

　 測定項目：海水の化学組成・ガス含有量

　　　　 　 　 各種浮遊生物の種類と現存量

　　　　　

ロゼットサンプラーロゼットサンプラー

 海水試料採取海水試料採取

ベースライン調査のアウトライン
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海底設置型の測定装置による観測海底設置型の測定装置による観測

採泥装置コントロール部

採泥管

浮体

センサーコント
ロールユニット

O2

H2S

CH4

切り離し装置

重錘

電源ユニット

フレーム

海底設置型の測定装置概念図海底設置型の測定装置概念図

　この装置を用いることで、自然
状態における海底面から水柱中へ
の各種物質のフラックスを測定する
ことができる。

　また、チャンバー内に強制的に
メタンガスや生産水（低塩分水）を
注入することで、各種底生生物（微
生物，微小底生生物）の増殖速度
や死滅速度等に与える影響に関す

情報を取得することができる。

　この装置を用いることで、自然
状態における海底面から水柱中へ
の各種物質のフラックスを測定する
ことができる。

　また、チャンバー内に強制的に
メタンガスや生産水（低塩分水）を
注入することで、各種底生生物（微
生物，微小底生生物）の増殖速度
や死滅速度等に与える影響に関す

情報を取得することができる。

ベースライン調査のアウトライン

基礎試錐域からのデータ取得基礎試錐域からのデータ取得

ハイドレートコア試料の分析

ハイドレート分解水ないし間隙水中の化学組成
　　測定項目：塩分・Ｈ2Ｓ・ＳＯ4

2－・各種重金属種濃度
　　　　　　　無機栄養塩類・メタン含有量・ｐＨ・ＤＯＣ
　　　　 　

ハイドレートコア試料の分析

ハイドレート分解水ないし間隙水中の化学組成
　　測定項目：塩分・Ｈ2Ｓ・ＳＯ4

2－・各種重金属種濃度
　　　　　　　無機栄養塩類・メタン含有量・ｐＨ・ＤＯＣ
　　　　 　

メタンハイドレート分解後に生成す
る水の質を明らかにし、環境中に放
出された場合の影響評価に用いる。

メタンハイドレート分解後に生成す
る水の質を明らかにし、環境中に放
出された場合の影響評価に用いる。

ベースライン調査のアウトライン
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平成15年度の予定
（ベースライン調査の時期）

平成平成1515年度の予定年度の予定
（ベースライン調査の時期）（ベースライン調査の時期）

平成15年10月9日～16日
　　　　（係留系の投入）

平成15年11月11日～21日
　　　　（採泥作業）

平成15年11月26日～12月6日
　　　　（CTD観測・採水作業・係留系の回収・再設置）

平成15年10月9日～16日
　　　　（係留系の投入）

平成15年11月11日～21日
　　　　（採泥作業）

平成15年11月26日～12月6日
　　　　（CTD観測・採水作業・係留系の回収・再設置）

東海大学（望星丸）

ベースライン調査のアウトライン

２．デ－タベ－スシステムの構築

海域環境DBS （HYDREAMS）の設計

問い合わせ対応DBS（MIRS）の設計

２．デ－タベ－スシステムの構築

海域環境DBS （HYDREAMS）の設計

問い合わせ対応DBS（MIRS）の設計
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ベースライン調査及び基礎試錐調査項目のEntity-Relation図
CTD 底層_化学・生物
F stn_id F stn_id
P date P date
P depth P depth
F metadata_id F metadata_id

海中物理データ 化学・生物データ

水温・塩分鉛直断面 セジメント・トラップ
F stn_id F stn_id
P date 観測点 P date
P depth P stn_id P depth
F metadata_id 緯度経度 F metadata_id

水温・塩分鉛直データ 粒子データ

表層_化学・生物 メタデータ 底層物理
F stn_id P metadata_id F stn_id
P date メタデータ情報 P date
P depth P depth
F metadata_id F metadata_id

化学・生物データ 底層理データ

プランクトンネット PAR 海底生態系
F stn_id F stn_id F stn_id
P date P date P date
P depth P depth P mbsf
F metadata_id F metadata_id F metadata_id

動物プランクトン以上 PAR 海底化学生物データ

中層_化学・生物データ 基礎試錐
F stn_id F stn_id
P date P date
P depth P mbsf
F metadata_id F metadata_id

化学・生物データ 海底化学生物データ

HYDREAMSシステムの概念と構成要素

DATABASE

新規データ

ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

数値データ

文字データ

空間データ

GIS
緯度経度に基づく

空間データ管理と解析

予測
環境影響予測

情報公開法

問合せ対応
（開発責任）

HSE&F想定問答

国内 海外

MIRS

環境管理システム

Web/Aplサーバ

WebGIS
サーバ

WEB公開

メタデータ

実海域調査＆モニタリング
ベースライン調査 メタン検知センサー 地層変形センサー

環境影響評価アウトプット

WWW

室内実験 DATABASE

新規データ

ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

数値データ数値データ

文字データ文字データ

空間データ空間データ

GIS
緯度経度に基づく

空間データ管理と解析

予測
シミュレーションモデルによる

環境影響予測

問合せ対応
（開発責任）

HSE&F 想定問答

国内 海外

MIRS

一般市民
マスコミ
NGO

漁業者

諸外国

環境管理システム

環境影響評価
G内エクストラネット

WEB公開

世界中のインターネットユーザ

メタデータメタデータ

実海域調査＆モニタリング実海域調査＆モニタリング
ベースライン調査 メタン検知センサー 地層変形センサー

環境影響評価のアウトプット

WWW

室内実験

HTML, XML
(JIS X7199), ISOArcXML,GXML

既存データ
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環境影響評価G　仮Webサイト

環境影響評価G内

エクストラネット

環境影響評価G内

エクストラネット 環境影響評価Gエクストラネット

メタデータ入力・検索システム

メタデータ入力画面

メタデータ検索画面

OO

検索したメタデータの例

メタデータメタデータ
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メタンハイドレート問い合わせ対応サブシステム
Methane hydrate Inquiry and Response subsystem（MIRS）

MIRSの初期画面

問合せ対応
（開発責任）

HSE&F想定問答

国内 海外

MIRS 問合せ対応
（開発責任）

HSE&F想定問答

国内 海外

MIRS

メタンハイドレート問い合わせ対応サブシステム
Methane hydrate Inquiry and Response subsystem（MIRS）

質問リスト（一般・基礎の場合）

問合せ対応
（開発責任）

HSE&F想定問答

国内 海外

MIRS 問合せ対応
（開発責任）

HSE&F想定問答

国内 海外

MIRS
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フェ－ズ１での海域環境調査評価SGの研究スケジュールフェ－ズ１での海域環境調査評価SGの研究スケジュール

１）海洋環境に係る
情報収集

２）基計画の立案等

３）資機材調達・整備

４）実海域調査

(ベ－スライン予備調査)

(ベ－スライン調査）

(基礎試錐域調査）

その他

研 究 開 発 項 目 18年度17年度16年度15年度14年度13年度

情　報　収　集

基計画作成

中
間

評
価

最
終

評
価

基
礎
試
錐

環境影響評価等に利用

観測資機材整備

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
の
構
築

デ－タベ－ス
構築

運用

デ－タの提供

２）問い合わせ対応DBS

１）海域環境DBS

海
域
観
測

概
念
設
計

MH資源開発予想海域の既存情報

DEMONSTRATION
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